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　　　　　　カ マ キ リ ！Tenodera ） に寄 生す る ハ リガネ 厶 シ 類 （GordiaCea ）の 分類

　　　　　　　　 」i：

上 　 譲 陳 京騒 大學大泉分校｝ （1951 イ1・ 4 月 29 「幾 領〕

1939・　− ．°年 及 び
’46 −’5° 物 聞本州 に 於て 得 た G ・ ・dlace ・ ・＃ 伽 ・厩 ・ 屬 1・ つ い て 一應分 類學欄 査 の

終 了 を み た d）　
一
（1’… 　 に e ・ ま と め guetU ・

・。 … 回 鱠 讖 の 鞴 と す る と共 に 櫛 臘 の 鋤 とした
い ・ 廠 勘 る に あた り ・ 常 に ee旨導 を 灘 U 拡 駒 懸 を 賜 つ た 驟 輔 井 玉 夫 博± に 淵 す る と 共 に ，

度 劬 マ キ 殉 蜘 定を願 い 宿 A・昆 螺 ．一
骸 に つ き 1徽 繊 1戎い た古川糊 拙 こ心 か ら謝意 を表 す る 。

ま た騾 い 剩 網 の ・eg・gc．　t・ 離 助 を 賜 つ た 尾 灘 治 博士 q 匸∫蟶 ）．北 継 冶即 糊 翫 L 河西芳
一皮 僚

源 研｝， 畏 気武 内功民 に 感謝す る ．
1・カ マ キ リ を 鶴 と す る ・ ・ リ ガ ネ ム シ の es名 ・ 從來 ，口本 に 於 て ‘勃 マ キ リ1。 寄 生 ナ る ， 、　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 ガ ネ ム シ に

は 卩鰯 然 と G 副 … 卿 ・・ゴ・・’・ L の 鄲 を あ τ ・ い た th9こ れ 簡 動 で あ る 事 を 指 搬 た い 。そ の 理 由と し
て 次 の 三 つ が あげ ら れ．る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（】）・G … 4uaiicus 　itwtewlas 取 細 ・ 彫 ・ ゴ n 　 … を 宿 主 と す 論 の で あ る 。盤 n 瞬 鶴 の
（in．

　
rdirrs 　frk　 2 科 鰯 の 紬 ・ i

・
kt −

］
一
　t＞　iLて ＃… ，

　 LINN ・ に よ る G 　 aqttatictts 爛 す る 利 」徽 繍 磯
蜘 溺 を引 き 2・こ し W た ・ そ ・ で MUELLFR 　 （

t27

）及 び H ・IN ・ E （
・37） itPtewe ・D ，・i、cus 　 marginalis

を 宿主 と す る G ・ rdit ．s　 ｝z 岬 ’副 α ’働 酩 を冠す る 事 を 提 唱 し ，そ れ が 躑 黼 に 認 め ら itて い る で あ
る 。特に HE 【NZF は 縲 を附 し て そ の 標 饑 を新 に明示 し た 。

　
（2L 現在 の 分類 に お け る C ・ rdius は 我 園普 通 己） ヵ マ キ リ （T 　 noder τ sinensis 　S，

’
オ ォ カ ゼ キ リ及 び 7’・

“ ’網 ψθ 庸 s チ ・ ウ セ ン カ マ 捌 に は 寄 生 し て い な い 。 筆輪 軅 岬 間 に 直接 カ マ キ リ の 腹re中か ら
ft；t・ ”　’J ガ 祁 シ 1携 曜 1）a・・コ・く Chfirdodes 　g」の み で ， 伽 跏 ・ は 瑚 もな 、、．ま た 黯 ，覡 醜 發

　　　　　　　　　　　 第 1 表 カ マ キ リ （71e… d・ra ｝ か ら 直接得 られ た ハ リ ガ ネ ム シ

年 月 日 … 　 　 V レ・ ・ ガ ・ ム 判 蓙 地

　
’39．X ，9

　同　　　　　　　上
！
一
　　　 一一・

　
’40，IX，24

」
’40，IX ，

L＿＿
’40．夏X ．

「
40 ．X ．】8

「1・，x 」 9

i　 ’47tX ，
　

「49
，

・ ，

　
’
46 ，IX．24

　
，46 、X ，2

1’46
・ x ・2

レ・賦 ・3

　

ド 50，VII 「・27

1　… ，　x ・

T ．∫iη ettSi5

同 　　　　上

1司　　　 上

同 　　　　．．lt

同　　　　一L

7、 angustiPennt
’
s

T ．sinensis

T ．an81tsttPennis

T．si；zen5is

同 　　　　一L

同 　　　　」二

同　　　　上．

同 　　　 上

同 　　　　上 ．

T ・ang ？tStiPennis

♀
｛加 r 吻 イ65 ゴ砂 確 ・π 5’5

♀　1

♀ C 乃．ノ罐 碗 ♀　1
’

♂ 同　　 上

　 『

♀　1

♂ 同　　 上

一 一

♀ 2
　一1　　　　　　　　　　

♀ 同 　　 上 ♀　1

♀ 同 　　 上

　 一

♀　1

♀
（乳．ノロ 砌 ’‘” 5∫5

♂　 1

♀ 同 　　一L
『 一

♂　1

♀
ごん sP ， 　 ♀　1

（未 廓〜熟 ）

♀ c 乃・ノψ ・ 聞 rsごε

　 　

♀ ・1 一

♀ 同　　 上 ♀　1

♀ 同　　 上 6 　1

♀ 同 　　 上 ♂ 　1
一

♀ α ．ル ご々4f ♀　1

♀ 同 　　上 ♂　1

栃　　木 　　市 　　外 厂
．

同　　　　　
』
　　 上

・秋 　田　縣 由 利 郡

秋 　　田 　　市 　　外

同　　　　　　　　　 上
ド

同　　　　　　　　　上

干 　　葉 　　縣 　
一．中　．山 ：

同　　　　　　　　　上
〔鶴 岡 章 氏 探 舞蒹》．

層 　 ．・　
’

上 こ．

外郊京東

園川多

．
山申縣葉干

外市和浦

郡摩多北
．

京棄

外郊京東

（1

∵1繍 論
シ

欝 簿鵲 蠢撚
き

毳
・ 且一般 … 常 ・ ll・・ ’e 從 ・ て 多 數 ・ ・ … か ・

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （ 1 ）
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ハ B 表 の 　Gerdius　3 種 を入手 して お り ， そ

の 中 2 種 は 自由生活中探集 された もの で

ある が ． 1 種は 直接長野 縣産 カ マ ド ウ マ

類か ら 得た も の で あ る 。

　 （3）．丈 献上 力
・
τ キ リ類 （Mantidae ）か

ら得 ら れ る ハ リ ガ ネ ム シ は 殆 ど Cher −

itodes 屬 の もの で あ る。次 の 表は 宿 主 の

判明 し て い る種 類 の うち ，昆 虫類を 宿主

とす る もの を ぬ き出 し ハ リガ ネ ム シ の 屬

と宿主 の 關係 を示 し た もの で ある 。

　　　　第 1 醐 　C 猷 silVestri 　CAM ． の ク チ ク ラ 乳 頭

　　　　 （C ．、MERANO よ り）。（A ： 表而 觀 ，　 B ： 側面觀）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 2 表 　ハ リ ガ ネ ム シ 類 宿主一一・覽表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直 翅類 を 宿主 と す る もの 　 　 　 　 　
’

　　1・Gorditts　dOt”伽 CAM ．− Acanthodis 　 sp ．（キ リ ギ リ ス 科）　 　　 　 　　 　　 　 ・

　　2・G ・hor．sli　CAM ．一 キ リ ギ リ ス 科 1種

　　3・G ・r ・bustt（s　LEIDY − 0 ’℃ 痂 勧 ・π 〃・ v ・tlgat ・．　O ．　nig アiS，　 XiPl ・idium （（IOnvcePhalus に 同 じ ）・ nesno
−

ralis ，　 SeXtddei−ia　furcata （い ずt
．
し もキ リ ギ リ ス 科）

　　4．G ．　 deccici　HE コN7．F．− Decticti．s　 vej
’
T
・
ucivot

・
us （キ リ ギ リ ス 科）

　　5．G ．　 villoti 　ROSA 一 コ オ ロ ギ 科 1 種 ．　 Man （is　sp ．（カ マ キ リ科 ），　Gom夢 hocerus 〔CliO广tJ，iPPt‘s の 方
’

が 正 し ｝z ，iridulf‘s （バ ツ タ 科 ）．　Locrtsta　he 〃 litogia 他 3 種 （バ ツ タ科 ？），0 配 f側 s ρ6ゴf3 師 s 他 2 種 （キ リギ

リ ス 科 ）

　　6．G ．　 annnlatfis 　 V ．　 LINS ’
ro 、v 　　 Onconottis 　 o ／tttS （キ リ ギ リス 科 ）

　　7．G ．　 hisPi
’
cltts　V ．　 LINSTOW − 7’ltaninotriton　 aPterttS （キ リ ギ リ ス 科 ）

　　8．Pa 厂 agordittS 　tr’icusPidaltts （DUFOUR ）＿ Decticres　at6ifrons 〔キ リ ギ リ ス 科），　GrPtll，tS 　btt　rdigalensis

（コ オ ロ ギ科）

・　 9．P ．　 varitlS （LEIDY ）一 　GrPtllus　 assimilis ，　NemebittS 　fasciattts（い ずれ も コ オ ロ ギ科 ）

　 1   ．P ．　 stylosus （Y ．　 LINSTOW ）
− Grrvtttus　burdigalansis （コ オ ロ ギ科 ）

　 11．Pat −a ‘；1　01
・dodes 厂 aPltaelis 　CAM ．− Plryllσd ，

’
α nia 　 ｛ゴ キ フ

’
リ科 ）

　 12 ．RkaSctigarr
’
qiS 　CAM ．一 カ マ キ リ J．租埀

　13．Chor’dodes　Pt
−
losus　 MOEBIUS − Blatta　 gigantea 　（ゴ キ ブ リ科 ）

　14，Cl〜．　 morgalti 　MoNTG ．　　 ゴ キ ブ リ舞｝1 種 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1

　ユ5，CI，
　．　 o α 濕 認 α 恥 MONTG ．一 バ ツ タ科

　 16 ，Ch ．加ardatis 　CAM ．− Aetliio」nerzts 　 adelPhtts （キ リ ギ リス 科 ）

　17．Ch．α aPensis 　CAM ．一 カ マ キ リ 1 種1，
ゴ キ ブ リ 1 種

　18．C 乃．　 siatnensis 　CAM ．− Ma ” tis　sp ．（カ マ キ リ 科），バ ツ タ 1 種

　 19．Cit．　 brasUiensis 　 CAM ．＿ Stagtua 　t　oPtera 　hyatoPtera （カ マ キ リ科 ｝　
『

●

　20．Ch ．　 caledoniensis 　VI 【．LOT − Marttis 　 Sp ．（カ マ キ リ 科〕

　21．Ch ．　 bararnensis 　ROEME ．R − Hiev’σdulc’s　 basalis （カ マ キ リ 科）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　 22 ．CJt．　 ernartts 　GRENACH ．　− MaJitis　 sp ．（カ マ キ リ科 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 、

　23．C
’h．　ferox　CAM ，− A4antis 　sp ．〔カ マ キ リ科）

　24．（》 ．madagascariensis 　CAM ．− Afantis　sp ・，　 SPIt　od 「 umatt 　
’
　is　SCti　tata （い ずれ も カ マ キ リ科）

（ 2 ）
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25・（］h・annanctalei ．　CA 　M ・一 ？ld／antis ・p ．（カ マ キ 蟀 D

　　
26・（］1” 51・ipleyi　CAM ．− A4antis　sp ．（加 キ リ科）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　　　
27・C ゐ・加 ’齦 MQNTG ・− H ・eredula ・P・，　 D ・r・Plats・s　sp ．（い ずれ も ・ マ キ 蝌 ）

　　 28・Cル・motttgomelv ，i　 CAM 、一 大 形 カ マ キ リ 1種

』

　　
29・（］i・・7・1・ttt・ni　CAM ．一 カ マ キ リ 1種

　　 30・Cl，・r・ndulatt ’s 　 V ・L ・NST ・ W − Man ・i・ sp ，（カ マ キ リ ＊
・
｝）

　　
31・Cit・caPillatrtS 　 V ・LI ・・T ・ W − Rhoinbode ？

’
a 　saitata （加 キ リ科 ）　 　 　 　

・
　

層

　　
32・Ch・sk ・ rik ・・vi　 CAM ・一 伽 ・跳 sp ．（カ マ キ リ科 ｝　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　 33・σ乃… ”9 ・t… sis　 SCIACCI．1．− Y」 マ キ リ 1 種

　　 34・C乃・kelensis　S ・一 カ マ キ リ ユ 種

　　
35．Ch．　liggasiensis　S、一 カ マ キ リ ユ 手重

　　
36・Cゐ・sp ・− Af ・ n ’i・’ me ・ tbranacea

・
・d ・ ・eUm 　diab ・ ti・un ・，　 Hie ”edula 　 bi。Cul 。 ・a ｛い ず れ も 加 キ

　 リ科 ）

　　
37・Ci’・　 ・

’
aP ・ ne ” sis 　IN ・ U ・− T ・nvdera ・∫・ 磁 ・．　T ．　angttstiPennis （カ マ キ リ科）

　　
38・〈］h・メセ’距f‘ゴご 1・一一 TL　sillttisis ，　T ．　angustiPennis （カ マ キ リ科 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛 翅類か ら 得 られた もの

　　　
1・C ・ rdfrtS 　

・ lb・P ・mctatus 　 G ・W ．　MUELLER ＿ ．．Sl・・i・Phyi。x 　。t。 le。 t，、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト ソ ボ 類 か ら得 られ た もの

　　 1・E ・・clt・ i
”d ・d ・s　tiv・ll・・9・ viv ・ ns 　HEINZE − 一．−Libellulide

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞘翅類 を 宿 主 と す る も の

　　．
1・C ・痂 ’・ agttatict ’s　L ・ ρ・

，tisct’s　）nargietali ・ げ ン ゴ ・ 蝌 ）

　　
2・（コ・　 viireti 　BDSA − Carab ・’s　c ・ riacetts 他 ・ 種，　C ・… hus 　 cistet ・燃 飾 ψ 。 」，、 、 掴 伽 、

， α 、≧。．
seus ’ metas （い ず れ St サ ム シ 科｝・　 F ・・

’
・ nia 　 7Jtela ’aria （ ？ ），　 S・tph・ a ・r… 　 （シ デ ム シ 科）

　　『
・C °「 伽 ’ ‘ 5 π 伽 ・3G ・W ・M ・ ・LLER − Car ・6tt・｛P 卯 頗 … ・，劭 广… i。・、，，s （伽 鋤 鋤 、み

garrs （い ずれ も オ サ ム シ 科 ）

　　
4・G ・tnoloP ・i・　HEINZE − ILf・1・fbs　Picetts（オ サ ム シ 科 ）

　　
5・α 3fα 伽 GW ・MUELL ・R − P ・・r ・s・i・hus （Pl・ ・y ・ma ） ・’ig。r （オ サ ム シ 科）

　　6．Gi　silPha −e 　HEINZE − Siipゐa 　atrata （シ デ ム シ 科 ）

　　
7・G ・vi ・ lac・ t’ s 〔B ・ IRD ）． （コ・ ・abus （A4・g ・dU ・・tus ）　 violaceits （iサ ム シ 科）

　　
8・P呶 励 一 卿 ・ ’

『GW ・M ・ELLE ・ − P …
’
・・ti・h・i・ （C ・mp ・rns ）　 rnetaUi 。、tS （オ サ ム シ 科）

　　
9・劭 厂 σ ‘1励 伽 ・t・… ’u ・ （D … ）一．− C ・ rabtt ・ h・吻 ’… 他 ・ Pt

’
，
　 P ・

’
ecrtt ・’。、　 cer ・。。e ，t。，” 。 ．P。 lus

PubeseeJtsts　 3　 fi・S）・・hatirf・s　lertcophtatfnus，
　 Pie・ ・s ・i・1・・ s （P … y ・・n の n ・。・ r 他 ・ 種 ， ・ ＿ 鮒 嫐 。

の ゐ゜跚 ‘痂 1・ ’副 吻 砌 ・一 ・ω ・伽 他 ・ 橿 ，飾 ・螂 ・鱇 s
，
　 c ・1・ ・IUts　 c ・。’。・磁 。 他 、 種 ， 劭 7 。

．
stic7tu5 （Chep ・」

’
us ）　tnefaUiclis （い ずれ もオ サ ム シ 科 ）．ρy磁 罵 7呶 7窟 澀 侮 （ゲ ン ゴ 卩 ウ 科），　Siipha　atrata

〔シ デ ム シ 科）．

　　
10・P ・lestici　HF ．ilNZE − Lesiicus ，π   卿 3 （オ サ ム シ 科 ）

　　
11・RtVelter ・t・ rffii 　CAM ・− 1［’terosticlt　us ・melas （オ サ ム シ 科 ）

　　
12・R・alp ・・his （V ・LL ・ T ）一 オ “） ム シ 科 1 種 　 　 　 　 　 　 　

’

　　
13・R 　 gemntattts （v ・〕− P ・e ・t−dophenits 　pubescens （オ サ ム シ 科 ）

　　
14・　 P ・PttstttlO’ ・iS ・（B ・ ・R・）− Bl ・・Ps　t・… r ・ na ・a 他 3 種 （ゴ ・ ム シ ダ マ シ 科），

　Sph 。d．“。 、。。 ce ．
Phtalm ’s・」嘸 吻 如 卿 … （い ず れ も オ サ ム シ 科）

こ れ に よ つ て G ・・ dius　ltngretw ・ 或’肋 マ キ 噸 を除 い た 醜 類 か ら多 くk4ら れ る事 ，
　CkO ， d 。de。　ex殆

（ 3　｝
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どカ マ キ リ類 か ら得 られ て い る事 が 分 る。

　以 上 の 理 由 か ら筆者は木州産 カ マ キ リに寄坐 す る ハ リ ガ ネ ム シ に ほ Gordius は い ず ，
　 Chordodes の み で

あろ うと 信 じて お り， ま た 假 に 　（Jordius が 發見 さ れ た と し て も GaettatiCttS と は 斑 龝 の もの で あ ろ う

と 考 え て い る。

　II．日本薤 Cho7 ’dedes の 分類 ： B 本 産 の ehordedes に つ い て 外 國 で 記 載 され た もの は CAMERANO

（1895 ） に よ り命名 され た Ch ，　 sitvestt
’i　 1 種 ある の み で ある 。 筆者は 前記 カ マ キ リ よ り得た も の 及 び 自由

生 活巾 の もの 合 せ て 105 頭 の C加 f 凾 礎 3 を 得 ， そ の 何 れ もが silvestri とは 異 つ た 2 新輙 に 屬 す る事を

確 認した 。 こ の 巾 1 極は 21．回大 會 に 於 て 發表 し ， 他 ほ 近 く印刷 され る豫定 で あ る 。 以下 3 種 の 主要顔徴

を 鬪 と共 に 列 記す る 。

　1・　Chordodes 　 sitvest ・ri 　CAMER へ No ／895 産地 ： 日本 （詳 細不 明） 及 び ボ ル ネ オ　（Goen 、壇 ．　 Kenepai ）。

宿 主 ： 不 明 。 材 料 ： ♂ 2 ……體長 172 及 び 190 　mm ，體幅 1．2mn ）
。 ♀ 1 （ボ ル ネ オ ）…一體長 210 　mm ，

體 幅 1．5mm
。 ク チ ク ラ ： 次 の 如 き 3 師の 乳頭 を ク チ ク ラ上 に 區別 し得 る （第 1 圖 ）。

　（1）第 1 麺乳頭 ： 最 も丈 の 高 い 乳 頭 で數 個 ず つ 集 つ て 群 を な す 。各群 け ク チ ク ラ上 に 徴 在 す る。薪 中 ，

中央部の 2 個 は 最 も大 き く表 両觀は 圓形 （徑 1Q 〜15μ ），頂 部周邊に 長毛 あ り　 こ れ を圃む乳頭 は 同樣 に高

い が 長 毛 を 缺 く。

　 （2｝第 2 種 乳頭 ： 前 唾乳頭 群間 を 埋 め て 存 ナ （徑 8 − 12μ ｝。 各乳頭 は
‘‘
rnorifo

−
mi

’，
　 ktPt． 粒矩Ykの 小突起多

數 を 官す 。 大 多數 の 孚t頭 ｛呻 火部 ＋＝ ta小 管 が あ り ， こ れ は 光を よ く 屈折 す る 物 質 が 入 つ て い る 。突 起 の 高 さ

1ま徑 よ り稍大 き い 。

　 （3）第 3 挿乳 頭 ： 第 2 稀乳頭 間 に 孤 立 し 散 在 。 前種乳 頭 に 似 る も夫 k の 中央部 に 指 賦突起 　（長 さ 約 9t・，

基 部 の 座灼 3μ） 1 を 有す 

　2・Chot’dodes　」

’
aPonensis 　INOUE 　釐地 ： 乗京 ・埼 」2 ・千 葉 ・栃 K ・長 野 ・愛知

・
奈 良 。

　循 主 ： オ オ カ マ キ リ Tenodera 　 silzensis 　S 、及 び チ ヨ ウ セ ．カ マ キ リ T ．．　t）vgustiPennis 　S ．　　　　　 ．

　材 料 ： a49 ……體 長 97〜38emm ，體 幅 O．7 −− 1．3m ・n ， ♀ 3S・一 體 畏 165 〜411mm
， 體轆 1〜L7mm

。

饐 色は 暗 隅 ， 暗 赤 褐 騨黄褐色等 多樣。ク チ ク ラ ： 雌 堆共 5 種 の 乳 頭 あ り 。

へ

B

2

’

翫
」

腐
バへ二忽

第 2 鬪 　σゐ・jal“ onensis 　I．の ク チ ク ラ乳頭 （A ；

表面 觀 ，B ； 側而 觀）。 矢印 は 體長 軸 を 示す 。 1．
第 1 乕孚t頭 　　2．第 2 種乳頭 ，3．第 3 種 乳 頭 ，　4 ．

及 び 4 ．第 4 種 乳 頭 ，5．第 5 種 乳頭 。
〜21 個 ・ 表面 觀で は 楕圓形1啣 こ圓形 〔基部 の 長徑は 前種乳頭 の そ れ の

一
ガ

〜
3 程 度 ， 即 ち 6〜14μ （55

頭 ， 161 燗 の 雫 均 9μ）〕，燗 画 観 で は 指 状又 は 圓錐 状 〔高 さ　8〜23 μ （14 頭，90 個 の 罕均 161‘）〕，頂部 は 圓

み を お び る。 こ エ に細毛 を有す る 腸合あ り。

　 （3） 第 3 種乳頭 〔第 2 岡 3）： 最 も価 く ， 前乳頭 群 聞 を 埋 め て 在 す
’

。 表面觀 で は 角 の 圖 い 四 角父 は 不 規則

多 角形 〔長 徑 11〜20P （18 頭 ，
120 個 の 芋 均 ユ4is）〕， 醴 長軸 の 方 向に 長い Q 　

s ’
moriform ｛

” fi｛］特徴 は な い 。

（ 4 ）

　 （1）第 1 種 ｛鈍頭 （第 2 圃 1｝： 第 2 種乳頭 と共

に 耕 を な し ，各群は ク チ ク ラ ．ヒ に 散在 す
凾
る o 最 も

高 く，從 つ て 最 も暗色を 呈 す る 。 表面 觀で は牛月

形 ， 時 1こ 肩彎匱1形 　〔長 徑　10 〜 20p 　　（63 頭 ，207 　f醐

の 甼 均 15．5μ）〕， 常 に 2 個 ず つ 甥 を な す ， 各 2 乳

頭 の ．境界 線は 嫂長軸 に 李 行す る 傾向あ り，頂 部周

邊か ら 長 毛 を 生ず る の が 普通 。 ク チ ク ラの セ ク シ

ョ ン に よ る 鯏面觀 （第 2 圖 B ）は 柱朕 或喜よ樽状を

呈 し 〔高 さ 12 〜23μ （14 頭 ，56 個 の 李均 18P ）〕，頂

部は 亭 叛 又 は 多少 圓 み あ り 。 し ば し ば 封 を な ナ 2

馳頭 間 に 1 突 起あ り。

　 （2）第 2 龝軋硬 く第 2 圓 2）； 第 1 種 乳頭 周

遜 に 集 つ て 共 に 琳 を な す 。各群 丙 の 本 乳頭 數は 7
　 　 　 　 　 　 1　 　　 2

」1
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側面魏で は 高 さ常に基底幅 よ り短 い 〔高さ 2〜7μ （14 頭 ， ユ50 個 の 李均 5μ）〕。一
部 の 本 乳頭 表面 下 に は

普通 野 を な し た
‘‘intracuticular 　granules

”
が ある 。

　（4） 第 4 種 乳頭 （第 2 圖 4， 4’）： 第 3 極現 頭 間 に
一

つ
一

つ 散 在す る。表面 觀で は 楕圓形 又 は 圓形 〔長徑

11〜20s4 （16 頭 ・50 個 の 」P均 15μ）〕・ 高 さ は 基 底 の 幅 よ り低 い 〔高さ5〜8μ （10 頭 ， 16 個 の 弔均 7μ｝〕，頂

部 中火 よ り 1 本 の 突起 を 生ず 。 こ の 突起 に は 指 歌突起 （長 さ 約 15h 基部 の 徑約 3p＞ と少數 散 見 さ れ る 棘
（長 さ約 20μ，基 部 の 徑約 9μ ） と 2 棲耋あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や

　（5） 第 5 挿 乳頭 （ 2 懸 5）： 邇 常ほ 竭 を な し （極稀に 3〜4 飼ず つ 集 つ た も の が 混ずる 事 あ り1，第 3 種

乳 頭 間 に 散 在 す る ・各 野 り　2 乳 頭 間に は 圓形 ・暗種 の 小 斑 點 が 表 面 下 に ある 。 體 側 面 の 本乳 頭 は第 2 踵

乳 頭 て 近 い 高 さ を 有 し ， 表 而繭は楕 圓形 ・圓形 で あ る が ，背 ・腹正 中 軸 附 近 の も の は 第 4 種 乳 頭 よ り稍 々

高 い 程度 で 普通 略 々 五 角形 を 呈 す る。側 面觀 は 頂部 の 鈍い 圓錐形 ⊂底部 に お け る長 徑 10〜20 μ 〔16頭 ， 110 個

の
”r’；均 14 μ）〕 〔高 さ 6〜18i‘ （10頭 ，50 個 の 雫 均 12i・）〕。 各 對 の 2 乳頭 は 體横軸 の 方 向 に 排列 ナ る 傾向 が

あ る 。 頂部 に 細 毛 を有す る 事 が あ る 。

　3．CJ］ordodes 　fukuii　INOUE 　産地 ： 秋 田 ・栃木 ・東 京 ・田梨 。

　宿主 ： 前腫 に 同 じ 。

　羽 料 ： 66 ……
膽 長 150−− 360 　mm ，體幅 0．6〜1，．9rnm ，♀ 」2 ……

體 長 232〜465 川 聖n ，體轜0．8〜1 ．3mm 。

醴色 ほ 前 顛 に 似る が ，前 挿 の 女nき ザ ラ ザ ラ した 手ざ わ りは な い
。

　ク チ ク ラ ： 雌雄 同檬 で ， 小形 の 乳頭 2 極 と突起 1 種 計 3 穂 の 突起 物 が あ る 。

　 （1）第 1 龝乳 頭 （簓 3 岡 1）： 2〜37 個 が 集 り不 規 則 群 を 作 り，各
群 は ク チ ク ラ 上 に 散在す る 。 各乳 頭 の 餾面 觀 ほ 圓錐蒸 状 〔高 さ 4〜

12 μ （13 頭 ，130 個 の 蔕 均 7tC）〕、表 面 觀 は 楕 圓形 〔底 部 の 長 徑 5〜

12 μ （ユ3 頭，130 個 の 雫 均 8iS）〕。 頂 部 縁邊 に は 短 い 細毛 が 不 定 數生

ず る 。 ．

　 （2） 第 2 種乳 頭 （第 3 鬩 2）： 前 kE
’
5L頭 群聞を埋 め て 生 ず る 。 側

頭 面 は 低 丘 吠 〔高 さ 1 〜5μ （13 頭 ，65 綱 の 雫均 2P）〕， 表面 嚠は 楕

圓 形 又 は 角 の 圓 い 長 多 角 形 （長徑 10 〜20μ （11 頭 ，ユ10 飼 の 平 均

13μ ）〕， 表 面 に は 長 さ 1 〜3
μ の 細毛 Dt疎生 し て い る 。 本瓠 頭 が 極め

て 氏 閥 1．つ 乳頭 間泓…の せ まい 場 合，表而剛 で は そ の 區 劃が 鍔 明 し な

い 個膣 が 極 稀 に あ る D

‘’
moriformi

”
的特徴 は な い 。

　（3）指状 突起 （第 3 鬧 3）： 本 陬 の 指状突起は 特殊 の 乳頭 か ら 生

ず る の で な く て 乳 頭間 溝 に 散 在 す る 　長 さ

A
、 鰍

第 3 鬮 Ch．　 frikttii　1．ク チ ク

ラ 突起物 （A ： 側面觀，B ：表面

觀）。 1．第 1種 乳頭 ，2．第 2 毬
乳頭 ，3．指状突起 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6〜10μ，基部 の 徑 2〜3μ 程度 a 棘は な い o

　IIL 補 滿 ： 以 一Lの 日 本 産 ehordodes 　 3　il“t｛，　C ゐ．　sil τ”esh
’i は ど こ の 地戦 で と れ た も の か

一・
切不 明 で あ る

が ，筆 苦 の 扱 つ た 2 毬は 何れ も木 升i，し か も奈 良 以 東 の もの であ つ て ．全 國 的 の 分布分 類 に 關 し て は 今後

の 問 題 で あ る ・ 爾秋 田縣
一
fで は Ch ・f・・in・ii の み 8 頭 採 集 6itて い る 事 は 本 種が αA．ノ・P ・ n ・・tsis よ り北

に ずれ て 瘻息す る と も 考 え ら れ る が ，こ れ ほ 今 の 處 は つ き り し ない 。 21 回 の 大會 で も逋べ た如 く本 屬既知

70 種 の 大 多數菰 熱 帶
・亜 熱帶 の 箆 で あ る 事 か ら考 え て 九州

・四 鼠 に は 本屬 の 發 見が 豫想 され る の で あ る が ，

北海 道 の それ慧 甚だ 　味あ る蛮 で あ る 。
ハ リ ガ ネ ム シ 類 は 中 々 材 料 が 得 難い もの で あ り ， こ の 點先學諸 民 の

御 援助 を 願 つ て ．止 ま な い Q

　文 献 CAMER 八 No
，　 L ’97，　Mem ．　 Accad ．Sc ．Torino （2），

47．一
’
151b ｛d．「（2），66，　 HEINZE

，
　K − 37

，

Zeit・Parasit・9・井 一ヒ讓
’
49

， 動 雑 59，2−−3 （動 會 20 回大 會 識 寅要 旨），一
’69，東學 藝大研報，1，一 ’50

（動 愈 21 回大會 講演要 旨）， MAY
，　E ．　G ．’19，工llinoi　B 三〇 1．　 Monog ．5，

2
，
　 MuELLER

，
　G ．　W ．’27，　 Zeit．

Morph ．　 Oko 】．7，　 SclACCHITANO ，1，「33，　 Rev．　 Zocl．　 Bot．　 Afr．24，1，

’s

（ 5　）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 R6sum6

　　　　　　　　　　C 玉assification 　 of 　Japanese　 Chordodes （Gor （1iacea）

　　　　　　 IwAo 　 INoUE （B至oL 　 Insし
，

α zumi 　 Branch 　SchoD1，　 TQkyo 　Gakugei 　 Univ ．）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

　Hitherto 　the 　hair　wolms 　parasitic　 on 　Mantidae 　have　been　 called 　 Co プ励 ‘5　 aeuatictts 　 Ljn 　 Japan．
1n　the　au 山 o ゴs　opi 皿 ion　these　parasites　belong　to　C乃ordodes 　and 　not 　to （］oi セdius．　The 　specimens 　of 　Japan−

ese 　 ChoJ・dodes 　 are 　 com1 ｝osed 　 o 〔3spedes
，
　 that 　 is，　 Ch ．　 silv ．’seri 　CAMERANo ，　 C ゐ．　japonensis　 INou 島

and 　Cit．ル 々〃 ゴ’1．　 Their　specific 　characters 　a ア e 　shown 　 respective 】y　in　Figs ，工，2，and 　3．

抄 鋒

　 BYRNES ，　 W ．　 W ，　 and 　R ．　K 　 MEYER ’51　The 　inhibiton 　 of 　 gonac ｛otrophic 　 hormone 　 secretion 　 by

physiologica ！ doses 　 of 　estrogen ．　 Endocr ．，48，133。（發 情物質 の 生理的 量 に よ る生 殖 腺刺激 ホ ル モ ソ 分 泌

の 抑制｝．

　齢 3（， 日 の 雌 ネ ズ ミ を 並饐結 合 し ，

一・
方 の 雌 の 卵 災を 除 去 し た 。 こ の 卵欒 の な い 雌に ， 結 合 の 當 日か ち は

じめ て 10 撹 聞 ，一定 日量 の a
−
estradiol ，　 estrone ま た は 3−（p−hydroxyphenyl ）

−4− ｛P
−
acetyl −phenyl ）

hexane を ・常 に 0・ユcc の ト オ モ ロ コ シ 油 に と か し て 蓮 臼 注射 し・第 11　 H に 被注射個 體 の 子宮 の 重 さ と相

手雌 の 卵 災 の 軍 さ を 測 つ た 。周 知 の よ うに ， 卵藁除 去雌 と 正常 碓 と を 並 體結合 し た場 合 に は ， 卵集除 去 に

よ つ て ，前者 の 腦 下 垂 體前葉 の 生 殖腺碧ごり激 ホ ル モ ソ の 分 泌 に 變動 が 起 つ て い る た め ， 後者 の 卵集は 顯著 に刺激

ざ れ 軍 く な る 。卵 災除去雌 の 子 宮 ほ 卵欒除 去雌特有 の 黙1こ と ど ま り大 きな變化 を示 さ な い 。も し卵集除去雌

に 連 1ヨ適 環 の 發清 物 質 を 注射す れ ば ・そ の 腦 下 垂 體 前葉 の 生 殖 腺 刺 激 ホ ル モ ン 分 泌 の 變動 が 是正 さ れ る が 故

に 梢手 個體 の 卵藁 に お け る刺激 効栗 は 淌失す る 。 そ れ と共 に 注射 し た 發情物質 の 日 量 に 比例 的 に ，被注射 卵欒

除 去 雌 の 子 宮 は 重 く な る 。注射 H 最 を 結 合 の 對 に よ つ て い ろ い ろ か え て 見 た 結果，被注射卵 集除去雌 の 子宮 に

は 刺激効集を もた らす に足 らず ，し か も相手 雌 の 卵災 の 重 く な る の を抑制 す る 日量 の あ る の が わ か つ た 。 使

用 し た 3 種 の iZ？f／ff物質 の 何れ に もそ 九 の よ 5な量が あ つ た （た と k．　St
’
　di−−estadiol な ら ば 日 量 0．0065 −0．009 μ9

の あた り｝。
つ ま り實 驗 に 侠 う た よ 5な幼い ネ ズ ミ で は ，子 宮 を 刺 激す る こ と の で き な い 程 の ， 極 く少量 の

發情物質が 侮 日作用ナ れば ，腦下 垂 體前葉の 生 殖腺刺激 ホ ル モ ン 分泌 を 正常 に 近 く維持 す る こ と が で き る 。

こ れ は 葛然 の こ と と もい え るが ，鰍 の 結 果 に よ くあ ら わ才して い る。（竹脇 潔 ）

會 記 　 1

　 關 東 麦 部 IT 月例 會 　昭和 26 年 11 月 17 日 （第 3土 曜 日 ） 13 時 30 分 よ り束京 大 學 理 學部動物學教

窒 に 於 て 開催 ，新 着雜 誌 の 供覧 あ り ， つ い で 常 番 委員松 井喜 三 君 の 司會 に て 次 の 講 演 が あ り，出席 者 32 名

で あ つ た 。

　1．淡水 ク ラ ゲ の 滲 透壓 　岡 場　昭君 （東 大理 動）

　2．ホ ヤ の 心 臓 の 生 理 學的研究 　江原 有信 君 （交理大 ， 下 田）　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　關 東麦部 i2 月 例會 　昭 和 26 年 12 月 15Rl 第 3 土 曜 日 ） 13 時 30 分 よ り東京 大學部 動物學教 室に 於

て 朋 催蕊 黼 「穿誌 の 供 覽 あ り ，
つ い で 當番 委員 村地 孝

一一
看 の 司會 に て 次 の 講演 が あ り ， 笛席者 29 名で あ つ た 。

　1 ．軍 …筋繊繊 の 牧縮 機 箭 に 及 ぼ す カ リ ウ ム 及 び カル シ ウ ム の 影御　玉 輩 三 男君 　｛東大 理 動 ）

　2．Lyinnaea 卵 の 發 生 に 封 す る X 線 の 作 用 　仲尾
．
善雄 君　（立 大 理 生 ｝

關 東 麦 蔀 量 月 例會 昭 和 27 年 1 月 19 日 （第 3 土 曜 U ）13 時 30 分 よ 6東大 學理 學 部動 物學歡 室 に

於 て 開催 ・ 新着鵜 の 供 覽 あ り ・
つ い で 當 番 委 員高 島春雄 君 の 司 會 に て 次 の 講 演 が あ り・出 席者 41 名 で あ

つ た 。

1・集劉 分布 の 問題 特 に 昆虫槃 閣 の 分布型 鳥 居 酉 藏 冠 （菅平高 原生物研）

　2，四 不 像 （鹿〕蘯 蓑史　高 島春雄君 　（山階 鳥研 ｝

（ 6 　｝
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